
2025 年 12 月 15 日   

都道府県卓球協会・連盟 御中 

 

事業・普及部 蓑島 尚信   

2026 年度大会要項 変更提案事項 

 

2025 年度第３回理事会において承認された大会について、重要事項を抜粋した資料となります。 

 

①  

全日本実業団卓球選手権大会の監督・コーチの申込制限について 

対象大会： 全日本実業団卓球選手権大会 

現大会要項 追記・変更事項（追記） 

 （11）参加資格 

○監督・コーチは、出場都道府県で役職者登録して

いる者に限る。 

他都道府県選手を２名まで加えられるルールがあり、その影響で下記のようなケースが発生した。 

（申込：A 県  監督：B 県 選手：A 県・A 県・B 県・C 県） 

A 県のチームとして扱うなかで、A 県のそのチームで役職者登録をしていない者が監督・コーチになれる

という現状を是正する。 

 

②  

全国レディース卓球大会の参加枠配分について 

対象大会： 全国レディース卓球大会 

現大会要項 追記・変更事項（追記） 

 （13）参加数 

※第 50 回（2027 年度）大会より、参加枠を下記の通り変更いたします。 

【個人戦（ダブルス A）】区分 1：4→3 枠、区分 2：3→2 枠、区分 3：2→1 枠 

【個人戦（ダブルス D）】区分 1：2→3 枠、区分 2：2→3 枠、区分 3：1→2 枠 

レディース委員会より、ダブルス D（合計 140 歳以上／各々70 歳以上）の予選会参加数が増えているの

で代表枠を増やしたいとの要望あり。 

国内大会全体としては、規模縮小を図っているので総枠を増やすことはできないなかで、共働きや育児等

の関係で参加が少なくなってきているダブルス A（合計 60～109 歳）と代表枠を調整することで合意を

得た。 

現行⇒新規（2027 年度～） 

区分 団体戦 
個人戦      

(ダブルスA) 

個人戦       

(ダブルスB) 

個人戦     

(ダブルスC) 

個人戦     

(ダブルスD) 

1 4 4⇒3 4 4 2⇒3 

2 3 3⇒2 3 3 2⇒3 

3 2 2⇒1 2 2 1⇒2 

4 1 1 1 1 1 

 



③  

ラージボール２大会の競技用服装について 

対象大会：全日本ラージボール卓球選手権大会、全国ラージボール卓球大会 

現大会要項 追記・変更事項（追記） 

 （10）競技ルール 

○競技用のユニフォームは(公財)日本卓球協会の

公認マークがついたものとし、競技用シャツは明

らかに異なった色のものを 2 着以上持参するこ

と。 

○ダブルスを組む競技者は、靴および靴下、服装に

ついている広告の数・大きさ・色・デザインを除

いて、同じ服装で競技すること。 

第２回理事会で承認されたラージボール卓球ルール（2025/11/1～適用）に準ずる。 

 

④  

全国中学選抜卓球大会の競技用服装について 

対象大会：全国中学選抜卓球大会 

現大会要項 追記・変更事項（削除） 

（11）競技ルール 

⑤競技用服装メーカーの商標、シンボルマークあ

るいはネームは、全面積が 24c ㎡以下のウェアを

着用すること。それ以上の大きさのメーカー商標

は広告になるので本大会では着用できない。 

削除 

既製品のなかには、24 ㎠より大きなメーカーロゴがついた広告付き扱いのユニフォームが存在する。 

（そのような商品には、タグ等に広告付きユニフォームとわかる記載されているとのこと。） 

上記ルールでは着用禁止となるが、そのことに気づかず（知らず）に購入して着用している学校がある。 

その場で違うユニフォームを用意（購入）することも難しいため、着用不可のルールを削除する。 

 

⑤  

全国中学選抜卓球大会の地域クラブおよび拠点校受け入れについて 

対象大会：全国中学選抜卓球大会 

現大会要項 追記・変更事項（追記） 

 （13）参加資格 

○所属する自治体に認められた地域クラブ・拠点校

の参加を認める。 

○地域クラブ・拠点校から本大会およびその予選会

に参加する場合、在籍中学校で当年度同大会に参

加することは認めない。その逆も同様である。 

単一校での卓球部が減少していく中での対応策として、地域クラブと拠点校の参加を認める。 
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⑥  

団体戦種目のある各大会における監督必須ルールの明記について 

対象大会： 

全日本実業団卓球選手権大会、全日本クラブ卓球選手権大会、全国レディース卓球大会、 

全国ホープス卓球大会、全日本卓球選手権大会（団体の部）、全国ホープス選抜卓球大会、 

全国中学選抜卓球大会 

現大会要項 追記・変更事項（追記） 

 参加資格 

○整列時に監督およびオーダー記載の出場選手が

揃わない場合、当該チームは棄権扱いとなる。 

 

監督・出場選手不在の場合には正式な試合として認められない、という考え方を明記する。 

選手が急きょ揃わないチームに対し、オープン参加の可否は現場判断とする。 

（審判長の許可および対戦相手の了承が判断材料） 

 

⑦  

全日本卓球選手権大会（ダブルスの部）の日学連推薦の要件について 

対象大会： 全日本卓球選手権大会（ダブルスの部） 

現大会要項 追記・変更事項（変更） 

(13)参加資格 

⑥無条件参加選手の取扱い 

（推薦母体⇒日学連） 

男女ダブルスランキング各 4 位まで…男女ダブルスに 

 

(13)参加資格 

⑥無条件参加選手の取扱い 

（推薦母体⇒日学連） 

男女ダブルス各 4 組…男女ダブルスに 

 

上位４位のペアが推薦権を使わないケースもあるため、成績上位ではなく組数での推薦とする。 

 

⑧  

参加料の見直しについて 

対象大会： 本会主催大会すべて（全国ホープスブロック大会は除く） 

個人戦（シングルス・ダブルス）：現行の要項から 1,000 円の値上げ 

団体戦：現行の要項から 10,000 円の値上げ 
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⑨  

ダブルス種目のある各大会における予選会参加要件の表記統一について 

ダブルス種目のある各大会における無条件出場の考え方明記について 

対象大会：  

全国ラージボール卓球大会、全日本ラージボール卓球選手権大会、全国レディース卓球大会、 

全日本社会人卓球選手権大会、全日本卓球選手権大会（カデットの部）、 

全日本卓球選手権大会（ダブルスの部） 

現大会要項 追記・変更事項（変更） 

 ※変更内容の詳細は別紙にて 

 

【表記要点】 

・「推薦出場」、「無条件出場」、「無条件参加」とい

った表記ブレを「無条件出場」に統一 

 

【内容要点】 

・異なる都道府県に登録している選手同士でペア

を組むことはできない 

※全日本ダブルスにおける日学連登録選手は、出身

高校地での予選会出場を認めているので例外 

 

・無条件出場は、転勤や進学で当年度登録都道府県

がペアで異なった場合にも権利有効とする 

 

上記以外の無条件出場が関係する大会（シングルス種目のある各大会、団体戦各大会）においても、無条

件出場という表記で統一する。 

なお、大会実績に基づくものを無条件出場という表記で統一するものであり、ブロック推薦や強化本部推

薦等の大会実績とは異なる要素を含む推薦は例外。 
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